
全国がん患者団体連合会「がん患者学会2019」（1日目）
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• 2019年8月31日・9月1日 国立がん研究センター等で開催
• 全国がん患者団体連合会主催、各地のがん患者団体が参加
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全国がん患者団体連合会「がん患者学会2019」（1日目）



全国がん患者団体連合会「がん患者学会2019」（2日目）
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• 2019年8月31日・9月1日 国立がん研究センター等で開催
• 全国がん患者団体連合会主催、各地のがん患者団体が参加
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全国がん患者団体連合会「がん患者学会2019」（2日目）
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全国がん患者団体連合会「がん患者カレッジ2019」

谷野裕一先生（神戸大学） 竹下啓先生（東海大学） 上田弘樹先生（和歌山県立医大）

会場 模擬倫理委員会 修了式
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• 10：00～10：10 オリエンテーション
• 10：10～11：00 倫理委員会等の一般委員・患者委員に求められること

天野慎介氏（全国がん患者団体連合会理事長）
• 11：00～11：50 治験を含む臨床試験の枠組みについて

谷野裕一氏（神戸大学医学部乳腺内分泌外科特命教授）
• 12：50～13：40 臨床試験と倫理指針

竹下啓氏（東海大学医学部基盤診療学系医療倫理学領域教授）
• 13：40～14：30 臨床試験計画書と患者説明文書の読み方について

上田弘樹氏（和歌山県立医科大学腫瘍センター病院教授）
• 14：40～15：30 模擬倫理委員会

谷野裕一氏（神戸大学医学部乳腺内分泌外科特命教授）
上田弘樹氏（和歌山県立医科大学腫瘍センター病院教授）

• 15：30～16：20 模擬倫理委員会の講評とディスカッション
谷野裕一氏（神戸大学医学部乳腺内分泌外科特命教授）
上田弘樹氏（和歌山県立医科大学腫瘍センター病院教授）

• 16：20～16：30 修了式

全国がん患者団体連合会「がん患者カレッジ2019」
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日本癌治療学会学術集会PAL（Patient Advocate Leadership）

がんの患者さん・ご家族を支援する団体運営者または個人が、学会で得た知識や最新
の情報をもとに、自身の活動地域や領域において、日本のがん医療やがん患者・家族の
支援の質を向上させるための活動のリーダーとして活躍することを目的として開催。
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日本癌学会学術総会 SSP（サバイバー・科学者プログラム）

がん患者や家族を支援する団体運営者または個人が、日本癌学会学術総会への参加
を通じてがん研究に関する理解を深めることで、がん研究に対してがん患者や家族の立
場から参画する「リサーチ・アドボケート」が養成されることを目的として開催。
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研究への患者・市民参画（PPI）／AMED（日本医療研究開発機構）

AMEDホームページより
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日本医療研究開発機構（AMED）ホームページ／「医学研究・臨床試験における患者参画（PPI）について」より

研究への患者・市民参画（PPI）／AMED（日本医療研究開発機構）
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研究の流れと患者参画

基礎研究 非臨床試験 臨床試験 審査と承認

「研究をどのように
進めたら良いのだろう？」

「研究を理解し
応援しよう！」

①臨床試験に患者（被験者）として参加すること

②研究を計画し評価する場に患者として参加すること

③研究を患者や市民が理解し支援すること
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日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）での患者参画に向けた取り組み

いくつかのがんの臨床研究グループにおいて患者が参画し、新たな臨床試験の方向性
について「治療開発マップ」などをもとに研究者と患者が話し合うとともに、新たな臨床試
験における評価項目などについてディスカッションを開始している。
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国立がん研究センターと日本希少がん患者会ネットワークの連携

国立がん研究センターホームページより
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日本医療研究開発機構（AMED）課題評価委員（平成29年9月公開）

日本医療研究開発機構（AMED）ホームページより
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厚生労働省「第1回がんに関する全ゲノム解析等の推進に関する部会」（2019年10月16日）資料より

国内でのがんに関する全ゲノム解析の推進
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厚生労働省「第1回がんに関する全ゲノム解析等の推進に関する部会」（2019年10月16日）資料より

国内でのがんに関する全ゲノム解析の推進



沖縄県がん診療連携協議会 17

厚生労働省「第1回がんに関する全ゲノム解析等の推進に関する部会」（2019年10月16日）土原一哉参考人提出資料より

英国での「100,000ゲノムプロジェクト」
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厚生労働省「第1回がんに関する全ゲノム解析等の推進に関する部会」（2019年10月16日）資料より

国内でのがんに関する全ゲノム解析の推進
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厚生労働省「第1回がんに関する全ゲノム解析等の推進に関する部会」（2019年10月16日）資料より

国内でのがんに関する全ゲノム解析の推進
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厚生労働省「第1回がんに関する全ゲノム解析等の推進に関する部会」（2019年10月16日）資料より

国内でのがんに関する全ゲノム解析の推進




